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か lao く市社会福祉協議会広報誌
審議

2023Nn51 みんなで築く地峨福祉のまちづくり

一>，

/

:.:,,2-
2 かほく市社会福祉大会・石川県社会福祉大会〈領告〉

3 民笠畳員児童憂買倒語

4 中学生ジユ二?ポランテイ?サークル活劃紹介

5 かlまくっそチジユ二?ボランテイア停験車業綴告

5 高司受注ポヲンテイ?サ ク"活動紹介
6 こども皇盆の紹介

7 循祉絞首事集積告

7 鼠来たザけあい事盆 Eご箇力あ罵札、しま替

7 あ定だかいご活志ありがとうございまし定〈密閉)
8 笠活安緩コーデイネーターの紹介

8 島問介盟事援閣の求人募集 "スリュウム
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すべての民生委員・児童書員、民児箇事務局等の関係者が日ごろから意識
すべきことのうち、とくにポイン卜となる事項を r1Q害に備える民生委員・

児童委員活動10か条J として監理しています。

L 民童三曇血 児盟委員として災害に向き合う大原則 J
-第 1 条自分自身と家族の安全磁保を品優先に考える

・第 2条無担のない活動に心がける

< 平常時の取り組みの基本 ]
-第 3 条 f地減ぐるみJ で災告に備える 10
.第 4条災申への備えは日ごろの委 u活動の延長線上にあることを宜織する

・第 5条民児協の "ji針を縦 i帥として決定し.行政や伺民等にも周知する

L市町社と型車しておくべき ζ と J
.第 6条名簿などの個人情報の保官方法更新方法を決めておく

・第 7 条附鰍共布のあり方を決めておく

< 発提後の民児協活動において留意すべきこと >

.第8条番目同士の支え合い 民児協による垂u宜担を量制する

f 通自主主か~'瓦l目面の涌1"11意志すべき ζ と 1
-第 9 条主担が必要な人に、主担が五li くように配慮する

.第四条組立を防ぎ、地峨の俳の維持や雨情集を自働きかける
。

-".'l'閏…一一一一一一
4EI'!S盟盟国

ヤem制し相殺される .災由時‘ひとWかけたらとても安心された

.訪問を富んでくれる .筒枇見守りネットワークがスム ズに

.つなぎ役として実践できた 動いている

こ
の
ま
ち
が

好
き
だ
か
ら

(民生亜口・噛亜員は壇画同町る圃り2と申ヲ咽但)

一 守硲義務のある民生委且児m委nは
地域の身近な相談相手です.

相談したらよいかわからえ互い介

のことや子有てのことなどひとりで他え
込まずご相談ください.

iii …細山間期刊
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ベルマ ク収集徴煙活動

かほ< 111身体附'，!f併柄祉協会 i 艇の

フライングディスク大会のお手伝い
印l 銭湯抑会

{かほく，Ii俄人伝紙芝店朗読収録に向けて}

罰百部一官育館
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Bゲヲ~ロ 10月 1 日から『赤い羽似共同募金』運動が113施されてい

U.m:;J;.ますまた 12月 1 日からは『嫌米たすけあい募金」迎動

が始まりました.

Ill!末たすけあい努金J は 支視を必要とされているかほ〈市内の

ご家属握、脳級を利川されている方闘がいのある方や子供たちのた

めに役立てられます.

歳末たすけあい募金ILL'協力お願いします

たくさんの方から縮祉向i戸にとご?of附をいただきました.みなさまからの帯附金は、地域

福祉の向tを目的に社会福祉協誠会が推進する社会柄祉郁業に話JIIさせていただきます.

.市内匿名1名

次の方からプルタプN!J11済み切手 ベルマ クの収集にご凶力いただきました.

・西村早智子線 ・機弁洋子機

ほれ多〈のt悦1.'0地'"さまから山目前み切子山"前みインクカ卜リッジの収山こご協力いただきましb

機-様式会社Yo嘩築環境叡計室

が'"命亙悩書記三万五函f 語3， 12~
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.吟強磁諮耕甑鵠蜘・・.
酌民以!掠掛匡足掛さ場組弘~~t孟品、i賄事も

凶轟函画温」 生活支援ニーズ

の把握・共有

困りごとに
対するサービス
情報の提供

地域貰覇・社会

賞源の把握

活動町場・担い

手の尭鋸

生活支銀コーディネーター

河端

(高松地区)

生活支援ヨーディ求ーター

iiij 畑

(;;奪 三百心気地官)

担割。認2Z箇~盟副重量鈎巴曽2記事敬訪
。みなさまの地域げIi動に参加させて聞くこともありますので よろしくお願いいたします.

Eお間住金拘担率肋暗闇市在掛菖催協\EI~祖ぬき児曹長主=さんヨ以即且圃取田町田町20m1.・

。瞭種嘱託職員 。磁極畳録へルパー

。策絡介護栴祉士 。資絡 初マ佼イ者カ研修に以て紡上問できる1j
普通闘動車免許 (AT可)

。時間 午旬前1分続8の可時能生3)活0分ス~タ勾後5時 15分
。時間午前8時30分~勾後5時 15分 (働[I イルに合わせて

。休日土日祝日年末 11' 始
。休日土日例日年末句船 •••••••
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-申込方法

胤雄由を持参してお鐘しください.而按日は後日改めてご案内いたします

宮言明原理曹司かは〈市社会福祉箇踊会中央臨問介護恵難所 TEL: 076-285-8886

実行 編集 社会緬祉活人かほく市住会福祉箇鴎会 〒929-1173 かiまく市途 i家ロ 52 番地 10

eE21E川町刷川仰 ww川山k柏a同仙k加u 帥卯削 o州 TEL (0 76 泣畑肺8目5-8醐蜘8曲臨8白5 F山A叫x刈附削(帥間 o町剛7
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